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2020年G20リヤド・サミットにおける菅総理

の「カーボンニュートラル宣言」を受けた「2050

年カーボンニュートラルに向けたグリーン成長戦

略」（2020年12月25日策定）により、脱炭素社会・

持続可能な社会への移行、気候変動対策・経済対

策としての投資・イノベーションの推進、経済成

長につながるカーボンプライシング（Carbon 

Pricing）に取り組む旨を日本政府は表明し、脱

炭素化の実現に向けた議論が活発化している。地

球温暖化対策でも、財政赤字のツケを次世代に残

さないことと同様、現世代でできるだけのことを

進めていかなければならない（注１）。本稿は、脱

炭素社会に向けたE（Environment：環境）に主

に焦点を当てて検討し、グリーン投資等に伴うポ

ートフォリオ選択の歪みについて言及し、カーボ

ンプライシングの考え方を適用した炭素税やグリ

ーン格付けが、最適ポートフォリオ選択に資する

ことを説明したい。
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